
日本地球化学会Geochemical Journalのオープンアクセス化の
道のりと現れつつある効果 GJ編集長 鈴木勝彦

Geochemical Journal － 日本地球化学会

• 1966年に創刊され，2022年よりオープンアクセスジャーナル
として発行されている日本地球化学会の機関誌

• 研究分野は以下の通り：宇宙化学、鉱物・岩石化学、火山・
熱水化学、同位体地球化学・年代学、大気化学、水圏・海
洋化学、有機地球化学、環境化学。



➢ 2021年12月末でそれまで出版・販売契約（版権は学会）をしていた国

内出版社との契約終了

➢ 新しいGeochemical Journalに向けて様々な改革の時期

2022年1月からプラットフォームとしてJ-STAGEを利用して学会が出版

背景

学会員へのアンケート結果：目標とすべき取組が含まれる

➢ 迅速な査読，丁寧な査読

➢ IFの向上

➢ 日本独自の論文：質の高いデータ，分析手法，理論などに特化した論文

➢ 特徴ある特集号：福島第一原発事故，はやぶさ特集号

Geochemical Journalをオープンアクセスにするか？



オープンアクセス前後の比較

2021年12月まで 2022年1月以降

論文へのアクセス 学会員はフリーアクセス
出版2年後にフリー

オープンアクセス

著者負担 無し
OAは15万円，会員10万
円

APCとして15万円，会員10万円。
(現在特別割引で75,000円，会
員は25,000円)

公開プラットフォーム 出版社HP (現在閉鎖)
J-STAGEにもアップ

J-STAGE 
様々な機能が搭載されている
消失の可能性は低い

HP 出版社HP 学会によるHP (外部ｻｰﾊﾞｰ)

版組，J-STAGEへのアップ 出版社 出版社

投稿システム editorial manager editorial manager

冊子体 希望者は費用負担 無し

学会負担 J-STAGE公開事務費，電
子版閲覧費を出版社に。

科研費と学会一般会計
で負担。

委託業務（版組等，HP維持）。
編集補助。
APC収入，科研費，学会一般
会計で負担。



完全OA化 2022年1月から

APCの設定
・定価  150,000円

・会員割引

・リニューアル割引

・学生無料

APCの設定

 Article

 Express Letter

 Data

学生会員 無料 無料

一般会員 25,000円 25,000円

非会員 75,000円 75,000円

学生会員 一部無料 一部無料

一般会員 50,000円 40,000円

非会員 100,000円 80,000円

2025年1月1日以降

学生会員 一部無料 一部無料

一般会員 100,000円 50,000円

非会員 150,000円 100,000円

 Note

2023年12月31日までの特別割引

APC価格表

2024年12月31日までの割引



1. 会員へのアンケート，理事会での決定
・冊子体の廃止
・オープンアクセス化の是非
・APCはいくらならOKか

2. それまでの出版社との契約終了手続
・契約書を確認すべし

3. 出版形態の決定
・海外の出版社か，国内出版社か，あるいは，学会主導出版か？

4. オープンアクセス準備
・規程などの整備/特に投稿規程  JSTのジャーナルコンサルティング事業
・HPのリニューアル
・誌面のリニューアル
・版組，J-STAGEへの登載担当の出版社選定
・APCの詳細決定，徴収方法の手配

オープンアクセスまでの準備

ジャーナルを様々な視点で解析



海外出版社か，学会出版か？
海外の某出版社の提案
1500$のAPCのうち，著者のAPC割引分を学会が負担。学会には10 or 15%

の印税。
つまり，出版社には常時APC収入があり，学会が出版費用を負担する形式

【メリット】 宣伝効果，負担軽減
(1) 出版社のネットワークで宣伝効果が見込まれる。JIFの向上？
(2) ハンドリング業務，HPの作成・運用，APC聴取業務を担当。編集委員
会，学会の負担軽減。

【デメリット】 リスク，費用，負荷
(1) 年間40編の場合1-2年目は学会が35,000US$負担 (APCの学会負担分と
loyaltyの差額分)、論文数が増えるにつれてさらに経費がかかる。費用
(2) 5年契約。後戻りできない。リスク
(3) 担当業務の質は担当者次第。リスク，負荷
(4) 移行後、J-STAGE上の論文の扱いが不明。リスク
(5)合併吸収されて会社の方針がガラリと変わってしまう危険性。リスク

(別の出版社は提案を断念)



海外出版社か，学会出版か？

学会による出版，論文公開はJ-Stage

【メリット】 費用，フレキシビリティ
(1) 年間40編でも60編でも（論文数が増えても）かかる経費は150万円程度。
費用
(2) 契約等について相互理解しやすいので、リスクが低い。
(3) 会員サービス，編集権など、学会側で主導権がとれる。APC，会員への
補助額。論文のカテゴリーの維持，新設など。海外学会との連携。1年契約
なので，短期間で方向転換が可能。フレキシビリティ

【デメリット】 発信力，負担
(1) ハンドリング，HPの維持，APC徴収業務など，編集委員会，学会の負担
がかかる。
(2) 世界への発信力が相対的には弱くなる。ただし，これは雑誌のみでなく，
学会の認知度の側面有り。同じ研究エリアの研究者コミュニティーに認知さ
れていることが大事。DOAJへの登載など。発信力

(国内出版社で国際誌出版を担える地力のある会社は少ない)



学会による出版（青文字を委託）

1. 投稿editorial manager

2. initial check (編集秘書)

3. initial evaluation (編集部: 編集長+

副編集長)

4. Review (編集委員会)  (review状況
のチェック：編集長，編集秘書)

5. 最終版のやりとり (編集秘書)

6. 版組・xmlファイル作成 

7. J-Stageへのアップ 

8. WoSへのファイルアップ 

9. APCの徴収 

10. HPの管理，アップデート

編集作業の違い

海外出版社（青文字を委託）

1. 投稿 ##

2. initial check 

3. initial evaluation (編集部: 編集長
+副編集長)

4. Review (編集委員会)  (review状
況のチェック)

5. 最終版のやりとり (編集秘書)

6. 版組・xmlファイル
7. J-Stageへのアップ? (要交渉)

8. WoSへのファイルアップ
9. APCの徴収 

10. HPの維持，アップデート

海外出版社か，学会出版か？



・レイアウトのリニューアル

・アンケートによるロゴ決定

・ORCIDリンク

・CC-ライセンスの表示

・引用の文献リストへのリンク

中西印刷による版組・J-STAGEへの
アップロード

早期公開

Geochemical Journal誌面リニューアル



• 新HPの各論文からJ-STAGE
のpdfファイルにリンク

• 新着情報をいち早く

• 基礎的な統計情報をtopペー
ジに

ノイエカとの共同制作

Geochemical Journal  
HPリニューアル

Issues



Geochemical Journal  
HPリニューアル

・

• 新HPの各論文からJ-STAGE
のpdfファイルにリンク

• 新着情報をいち早く

• 基礎的な統計情報をtopペー
ジに

• 正確で詳細なITA
JSTジャーナルコンサルティ
ングプログラムによって，専
門家と共同で制作

ノイエカとの共同制作



Geochemical Journal  
HPリニューアル

• 新HPの各論文からJ-STAGE
のpdfファイルにリンク

• 新着情報をいち早く

• 基礎的な統計情報をtopペー
ジに

• 正確で詳細なITA
JSTジャーナルコンサルティ
ングプログラムによって，専
門家と共同で制作

• Accepted papers
受理後速やかに著者最終原稿
をweb上に早期公開。著者校
正後速やかに公開。公開まで
2週間以内を目標に

・Graphic abstractの導入

ノイエカとの共同制作



➢ 誰でも見えるようになったことによる効果

現在の律速は，査読者を捜すこと。

➢ JIFの向上。

> 独自の特集号，レビュー論文強化。

➢ 若手への発信が強化された？

学生から投稿を予定しているので，詳しく知りたい

と聞かれることが多くなった。

Geochemical Journal 現れつつある効果

35歳以下の若い世代のアクセスが比較的多い



➢ Decisionの早さを維持する。

現在の律速は，査読者を捜すこと。

➢ JIFの向上。

> 独自の特集号，レビュー論文強化。

> 質の高い論文の掲載。

➢ 情報発信の強化。

> 魅力的なHPによる国際発信力の強化。

> Geochemical Journalのtwitterを更新中。

> 海外のニュース，メーリングリストでの宣伝。

➢ DOAJ登載に向けた申請。

➢ J-STAGE Data，Preprint Serverへの参加。

編集長として思うこと

Geochemical Journalの国際的なプレゼンスの向上

Geochemical Journal 今後の課題
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